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里山里海の文化と生態系サービスの変遷

本　田　裕　子

千葉県生物多様性センター

１．はじめに　

里山里海は文化において重要な意味を持って

いた． 日本語の 「文化」 は英語の “culture” の

訳であり， これは “cultivate” （耕す） から派生し

ている． 「耕す」 行為， すなわち， 自然へのかか

わりや働きかけを通じて生み出された里山里海と，

その中での人々の生活のすべてが， 里山里海の

文化といえる．

2001 ～ 2005 年にかけて地球規模で実施され

たミレニアム生態系評価 （MA） では， 生物多様

性が私たち人間の暮らしにどのようなかかわりがあ

るのか， 「生態系サービス」 という概念が用いられ

た． 生態系サービスにおいて， 生態系からもたら

される文化 ・ 精神面での恵沢は 「文化サービス」

に分類されている．

本報告では里山里海の文化がどのようなもの

か， を示すとともに， 「日本における里山 ・ 里海

のサブグローバル評価 （里山里海 SGA）」 にお

ける 「文化サービス」 の指標である 「信仰」 「伝

承知識 ・ 技術」 「慣習 ・ 行事」 「子どもの遊び ・

レクリエーション」 に準じて， 千葉県を中心とした

里山里海の文化サービスの変遷を整理した．  

２.日本における自然と人とのかかわりの特徴

ヨーロッパにおいて森林 （forest） の語源は，

foreign と同じであり， 元々 「生活圏の外」 を意味

する （鈴木， 2006）． このような自然と人間を切り

離して捉える自然観とは対照的に
注 1)

， 日本の自

然観は自然と人間とを一体として捉えてきた （松

尾， 2006）． 例えば， 「支配するものと支配される

ものの関係を超えて， ＜共生＞＝共に生きる関

係」 （間瀬，1998） とされる，「共生」 という概念は，

日本の浄土宗僧侶椎尾弁匡 （1876 － 1971） が

最初に用いたといわれている （竹村， 2006）． 欧

米では， coexistence 「（時間や場所において）

共に存在する， 共存」 という概念は存在しても，

両者のかかわりを前提にする 「共に生きる，共生」

という概念は近年では co-living や living together

という訳語もあるが， 基本的には coexistence とし

て認識される． このような自然観の違いの背景に

あるのは , 自然環境の違いがあり， キリスト教， イ

スラム教など一神教は， 大地が比較的やせてお

り , 人々の 「自然と対決する」 「自然を乗り越え

る」 姿勢から生成されたと考えられている （和辻，

1979）． そうして培われた認識が， 自然とは克服

すべきもの， 解明されるべきものなどという考えに

つながったといえる
注 2)

．

一方で， 日本などの温帯地域や， 熱帯 ・ 亜熱

帯地域では， 自然が豊かであり， 人々も生活用

品を含め， 自然に依存した生活を送ることができ

た． このような地域では， 自然は恵みをもたらすも

のと位置づけられていたといえる． 例えば， 千葉

県には， 野生動物， 具体的には牛や馬， 鳥 （鵜，

鴇， 鷲） や蛇等に因んだ地名が現在でも残され

ており， かつて人々がこれらの野生動物とのかか

わりを持っていた証しといえる．

３．里山里海での暮らし

里山里海において， 人々は長い歴史を通じて，

自然と直接的にかかわる生業を営んできた． 山で

は狩猟， 炭焼き， 田畑では米づくりを始めとする

農業， 海や川， 湖沼では漁業を行ない， 自然環

境に応じて多様な利用形態が生まれた． そして，

これらの生業は個別に成り立っているのではなく，

例えば，化学肥料が普及する以前は海藻や魚 （干

鰯） が田畑の肥料になるなど， 資源が循環するこ

とで， 密接に連環していた．

里山里海は， 現在でも米や野菜， 魚介類な



本田 裕子

40

の自然の変化の中で適切な生業時期の記憶や，

陸と海とのつながりの重要性を認識させる役割を

果たした． また， 日常生活から解放され， 娯楽 ・

慰労の役割や人々との結びつきを強める役割も

あった． このような祭りや芸能行事は， 人々への

精神的安らぎや安心とともに自然を守り育む 「里

山文化」 をもたらした． 山の神， 田の神や水神に

代表される里山里海の信仰は， 自然を畏れ敬う

「畏敬」 の念をも育み， 人々にとっての生物多様

性の理解と節度ある利用につながった （ショート，

2003）．

そもそも 「神」 は， God の訳語として明治期に

登場したとされる
注 3)

． カミの意味としては， ①雷，

②虎 ・ 狼などの猛獣， または妖怪， ③山， を指

すとされ， 特徴についても①唯一の存在ではなく，

多数存在， ②具体的な姿 ・ 形を持たない， ③漂

動 ・ 彷徨し， 時に来臨し， カミガカリする， ④そ

れぞれの場所や物 ・ 事柄を領有し支配する， ⑤

超人的な威力を持つ， ⑥人格化との併存を指摘

している （大野， 1997）．

宮田 （1994） は， 神の特徴を， 本居宣長の指

摘 （神を 「尋常 （よのつね） ならずすぐれたる徳

のありて， 可畏き物」 と規定． 「すぐれたる」 とは

尊いとか善いことだけではなく，「悪きもの，奇 （あ

や） しきもの」 を表現する） に基づいて， 尊と賤，

強と弱， 善と悪という対立項を併存している， と指

摘している． また， 神と妖怪との関係から， 「日本

の場合， 神は妖怪に転化するし， 妖怪もまた神

に変化することが可能」 とし， 神の善悪具有の性

格を説明している．

「氏神と氏子」について講演した柳田（1999）は，

「神社は本来村の構成の一部であつて， 部落は

作つたが神社はまだ無いといふ場合は稀有であ

る」 と述べている． このように， 日本の村々にお

いて， 神への信仰は生活と一体であった．

前述の通り， 里山里海において人々は生活の

中で， 自然を水の神， 山の神， 田の神などとして

信仰の対象にした． これらの神は， 水に住む動

物や山に住む動物， 田畑に出没する動物が化身

となることもあった． 水の神ならば蛇， 龍， 亀や

鰐や蟹などに化身し， 山の神ならば猿， 猪， 狼，

熊， 山犬， 大蛇などに化身する． 狐などは田畑

に出るので穀霊の化身とされ， やがて稲荷の化身

どが私たちの食生活を支えているが， かつては，

里山里海のより多くの野生動植物が食卓に上っ

た． 沼ではシジミ，ウナギ，コイ，水田では，フナ，

ドジョウ， タニシ， そして畦では春の七草などが食

材となった． また，野鳥では，ヒヨドリ，スズメなどを，

子どもたちが青竹と藤ヅルでつくった 「おっかぶ

せ」 などと呼ばれるわなで獲った．

東京湾ではアサリ，ハマグリ等の二枚貝やハゼ，

アナゴ，カレイ，クルマエビ等の魚類が獲られ，「江

戸前」 というブランドで都市という消費地に送り込

まれていった．また，古くから製塩業もさかんであっ

たが， 江戸時代には塩という里海の恵みと里山の

恵みを結びつけた醤油の大生産地が東京湾流域

に生まれることができた．

食糧調達のための釣りは， 江戸時代には遊び

としての要素が含まれるようになった． 例えばかつ

て東京湾に生息していたアオギスは 「幻の魚」 と

いわれるほど釣るのが難しく， 食べるためというよ

りも釣る楽しみであったといわれている．

内山 （2007） は， 戦後の高度成長以降， 進学

率や情報のあり方の変化， 都市の隆盛と村の衰

弱によって， 1965 年頃を転換期として， いわゆる

「キツネにだまされる」 ことがなくなったと述べてい

る． 「キツネにだまされる」 とは， 里山での人々の

自然観 ・ 信仰観 ・ 死生観を反映したものといえる．

すなわち， 里山里海の文化には， 動植物を含め

自然への畏敬が根底にあり， 自然は単に資源利

用される対象ではなく， 信仰の対象でもあった．

そこから， 資源管理においての節制利用や組織

化を通じた協調利用， 自然から学び， その知恵

を生活に活かすという姿勢が生まれた． このような

人々の自然との接し方は， 多くの生き物の生息を

つくり， 結果として豊かな生物多様性を育んでき

たといえる．

４．里山里海での信仰

里山里海では古くから， 村の祭り主として神が

信仰されてきた． 祭りとは， 神霊を招き迎え慰め

る集団的な行ないであり， 多くの神霊が農業 ・ 漁

業と結びつき， 豊穣への祈願や感謝， または盆

行事に見られるように先祖への感謝 ・ 供養の行事

である． これらの祭りや行事は， 神霊の宿る自然

環境を保全するという共通理解とともに四季折々
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御神体は船に， 船の守護神として信仰されている

（館山周辺は 「オフナサマ」， 市原周辺は 「フナ

ガミサマ」）． （高橋 ・ 平野， 1974）．

３）田の神

水田では， 豊穣を祈願し， 収穫を感謝して 「田

の神」 が祀られた． 「田の神」 とは春になると山

から里に下りてきて， 田畑の恵みをもたらす神で

あり， 秋の収穫が終わると山に戻り 「山の神」 に

なると考えられていた． したがって， 稲作の作業

に沿うように様々なお祭りや行事が行なわれた．

「田の神」 は各地で様々な呼称があり， 農神， 作

神，百姓神等と呼ばれたり，他の信仰と結びつき，

七福神に由来して恵比寿様， 五穀を司る食物の

神に由来して稲荷神などと呼ばれることもある．

４）水神・水の神

稲作に欠かせない水は， 「水の神」 への信仰と

密接に結びつき， 水の恵みへの感謝だけではな

く， 水源の保全や水害の回避を願い， 祀られた．

集落の井戸や湧水地にも水神 ・ 水の神は祀られ，

また， 水の流れるせせらぎも， 心を癒し鎮め心の

よりどころとして信仰を集めた． 水神 ・ 水の神は，

多くは大蛇や龍あるいは鰻などの魚の姿， または

インドの河神に由来する弁財天として信仰され，

水の恵みへの感謝や願いだけではなく， 水の神

の怒りを鎮め， 水害が起きないように祀られた．

５）その他の信仰Ⅰ：馬頭観音

水田稲作には， 機械化される以前は馬が用い

られてきた． 水田稲作以外にも， 馬は山から木を

運び出す作業や肥料に欠かせない下肥を運ぶ作

業の運搬など， 里山里海の生業において重要な

役割を担っていた． このような人々と馬とのつなが

りは， 「馬頭観音」 として信仰に表れている． 農

耕の豊穣， 馬の供養， 旅の安全を願うものであり，

馬の守り神としての信仰が多いと言われている （千

葉県， 1999）． 千葉県では， 馬頭観音が馬に乗っ

た 「馬乗り馬頭観音」 が多く残されており， その

理由はいまだ謎であるが， 江戸時代， 小金や佐

倉の牧が設置されるなど， 馬の飼育においてもか

かわりがあるためとも考えられる．

となったと考えられている． 以下， 代表的なものを

整理した．

１）山に関する信仰

伝説上の巨人とされる 「ダイダラボッチ」 （大太

法師） は， 一夜で富士山を造ったなど， 山や泉

に深く関わる伝承が多く， 関東中部を中心として

各所に， 足跡と称する窪地や沼などがある． 房総

半島でも伝承が残されており，まくらにした富山は，

中がへこみ北峰と南峰とにわかれ， 岩井海岸は，

大太法師の足の砂で遠浅になったこと， 房州の小

島は大太法師の足からこぼれおちた土でできたの

だとも言い伝えられている． （「南房総資源辞典」，

http://www.mboso-etoko.jp/dictionary/article．

php?flg=2&code=493　2010 年 2 月 23 日確認）．

また， 房総丘陵各地には， 「山の神の日」 とい

う行事がある． 地域によって， 時期は様々だが，

例えば清澄山 （鴨川市） では 2 月 7 日が 「山の

神の日」 とされ， その日は山の神を祭り， 1 日山

仕事を休む． この日には， 「山の神が木の種を播

く」， 「山の神が猪に乗って， 播いた種の成長を

見回る」 という説がある （高橋 ・ 平野， 1974）．

２）海に関する信仰

古来より， 海と陸地の接点である渚は， 現世と

他界との接点であり （谷川， 1990）， 神を迎え交

わる場と見なされ， 様々な信仰儀礼や行事が行な

われてきた． 海に囲まれた千葉県でも，「海の神」，

「船霊さま」 が信仰され， 捕獲した鯨の供養塔や

誤って殺してしまった海亀の墓なども建てた． そし

て， 豊漁の神や疫病除けの神として広く信仰され

たアンバ様のように， 漁民同士の交流の中で， 信

仰そのものが伝播していく状況もみられた．

「海の神」 として漁民から神聖視されていたのは

山であった． 高橋 ・ 平野 （1974） によると， 東京

湾の漁民は古くから山を神聖視し， 山の社寺は

信仰の対象となった． 海上において山は， 目標と

の距離を見る上で目印となり， 自分の船の位置は

もちろんのこと， 魚介類の生息域や危険域の判断

ができる． 例を挙げると， 船橋大神宮の森 （船橋

市宮本），八幡さまの森（市原市八幡），三石山（君

津市草川原），鹿野山 （君津市鹿野山），鋸山 （鋸

南町） がある． 「船霊さま」 とは，生業の神であり，



本田 裕子

42

表１ 千葉県における動物が儀礼や信仰対象となっている事例 （一例）． （千葉県教育委員会，

2002）， 千葉県商工労働部観光課 「ちばの観光まるごと紹介」 http://www． kanko． chuo．

chiba． jp/kanko/2399/ （2010 年 2 月 23 日確認） より作成．

６）その他の信仰Ⅱ：牛，鮭，鯛，鯨

千葉県において， 動物が儀礼や信仰の対象に

されている事例の一例を， 表 1 にまとめた．

５．伝承知識・技術

１）民俗知識

里山里海に関する民俗知識を （長澤， 2001 ；

2005） をもとに整理した （表 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5）． いず

れの表からも， 飛来や鳴き声で時期を知るなど，

特に鳥類や哺乳類に関するものを多く抽出でき

た． 他にも昆虫や爬虫類 ・ 両生類なども数多くあ

り， かつての人々が頻度はもちろんのこと， 注意

深く自然や動物を観察していたことがわかる． そ

して， 植物に関しては， 魚をとるのに利用すること

を含め，その特性，例えば毒性があることを把握し，

利用していた （長澤， 2001）． このような特性は，

現在のような識字率や情報伝達手段があるわけで

はなく， 人から人へ直接伝承していったといえる．

かつて里山里海では， 人々は動物 ・ 植物を最大

限に利用・活用していた． そのような関係が，人々

と里山里海との間に存在していたことがわかる．

2）伝承技術：樽，上総掘り

伝承技術として， まず， 樽生産を挙げる （乙竹
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表２ 植物に関する薬利用 （長澤， 2001 より作成）

ほか， 2003）． 江戸期以降， 酒や醤油などの醸

造業の発達には貯蔵や輸送において樽の存在が

大きかった （貯蔵 ・ 輸送）． 樽の材料 （ガワイタ ・

底 ・ 蓋） は一般的に杉で， 近隣の山林から調達

することもあったが， 吉野杉でできた灘の酒樽を

再利用することもあった．樽の材料として使う竹は，

利根川を利用して， 埼玉・栃木産が多く使われた．

杉や竹の端材は， 銭湯の炊きつけや農家への炊

きつけとして売られた． 昭和初期には職人 1 人で

日 8 樽完成させることが標準とされてきたが， 機

械化が進み， また， 樽からびんやプラスチックな

どの容器との競合の中で， 現在では職人の廃業

や一貫して作業の行なえる職人が消滅している．

次に挙げる， 千葉県上総地方で伝承された井

戸掘り技術が明治期に改良を加えられ考案された

「上総掘り」 は， 水田灌漑に欠かせない深井戸

掘りの技術である． この技術は安全で簡便ながら

地中 1000m も掘れ， 台地 ・ 丘陵での水の確保が

容易となった． また， 材料としてはモウソウチクを

使うので， 里山に繁茂する竹を有効利用している

のが特徴的である． 現在では， 減反政策等によ

る水田面積の減少や， ボーリング式の井戸掘り技
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表３ 気象に関する民族知識 （長澤， 2005 ； 高橋 ・ 平野， 1974 より作成）
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表４ 農業に関する民族知識 （長澤， 2005 ； 高橋 ・ 平野， 1974 より作成）
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表５ 漁業に関する民族知識 （長澤， 2005 ； 高橋 ・ 平野， 1974 より作成）

術が普及したこともあり， 職人のほとんどが廃業し

ているが， 海外援助での井戸掘り技術に応用され

ている （「ちば ・ ふるさとの学び」 作成委員会編，

2009）．

６．慣習・行事

１）慣習

里山里海では， 他者とのかかわりが不可欠で

ある． 例えば， 米づくりでは田植え， 草刈り， 稲

刈り， そして農業用水の管理など様々な作業があ

り， 「結」 や 「講」 などの組織をつくり， 周囲の

人々と助け合い， 協力して行なわれてきた． しか

し， 時には軋轢や争いを引き起こすこともあり， 軋

轢や争いをできるだけ防ぎつつ， 起こってしまっ

た場合にはすみやかに解決を促すためのルール

が存在した． 例えば， 薪や肥料となる木材 ・ 草

を刈ることは， 江戸時代以降は明確にルールが

定められてきた． このルールは， 大きく 2 つの制

限， すなわち， ①利用者を制限する （時期， 対

象者， 利用道具）， ②対象資源の利用量を制限

する （利用場所， 利用量） ものであった． このよ

うなルール及びルールの対象となった資源につい

ては， 「入会」 として各地で見られ， これらは限り

ある資源を持続可能に利用していくため資源管理

システムといえる．

漁業についても， 江戸時代以来の慣行を明治

34 年 「漁業法」 で制度化された共同漁業権とい

う制度がある． 共同漁業権は， 漁業だけではな

く， 漁村社会の基盤となっており， 地域的な資源

管理システムとして評価も得ている． また， 海に



里山里海の文化と生態系サービスの変遷

47

図１ 千葉県における農業用排水路の共同作

業を全戸で行う農業集落の推移 （農林業

センサス 「農業集落調査」 に基づく）． 　

1980 年は対象が異なるため除く．

漁業権をもたない人々が関わる 「入浜権」 「入浜

慣行」という考え方もある． 日常的に海浜で行なっ

てきた採集や， 神事 ・ 仏事等の信仰 ・ 行事， 海

水浴 ・ 潮干狩 ・ 釣りなどが含まれる．

２）行事

祭りとは， 神霊を招き迎えて慰め和ます集団的

な行ないであり， 多くの神霊が農耕と結びつき，

豊作への祈願や感謝， または盆行事に見られる

ように先祖への感謝 ・ 供養の行事である． 神霊

の宿る自然環境を保全するという共通理解とともに

四季折々の自然の変化の中で適切な農作業の記

憶の役割を果たした． また，非日常（ハレ）の娯楽・

慰労や人々との結びつきを強める役割もあった．

生業や盆， 正月に関する特色のある祭り ・ 行事

を表 6 ・ 7 ・ 8 にまとめた． なお， 地域の抽出に

は千葉県の社会的地域区分（北澤，2010）を用い，

都市域 （人口密度 4,000 人 / ㎢以上の市町村）・

里山里海域における都市化進行地域 （人口密度

100 人 / ㎢以上 4,000 人 / ㎢未満で， 人口増減

率 105% 以上かつ高齢者率 20% 未満の市町村） ・

里山里海域における過疎高齢化地域 （人口密度

100 人 / ㎢以上 4,000 人 / ㎢未満で， 人口増減

率 95% 未満かつ高齢者率 30% 以上の市町村） に

ついて列挙している．

７．文化サービスの変遷

前述のとおり， 里山里海において， 人々は，

自然への畏敬をはぐくむとともに， 自然から学び，

生活に活かす知恵を生み出し， 地域資源の持続

的な利用のための仕組みもつくった． しかし， 自

然環境が減少し， 人工物におおわれていく都市

化の進行， またインターネットを通じたコンピュー

タによる情報化は， 世界の人々との瞬時のコミュ

ニケーションを可能にしたが， 同時に， 世界中の

自然を疑似体験できる状態が現実となった． しか

し， その一方で， 日々の生活において人々が豊

かな自然に直接ふれ親しむ機会が確実に減少し

ている． 前述の内山 （2007） が 「キツネにだまさ

れなくなった」 と表現したが， かつての自然への

畏敬も薄れ， 民俗知識も軽視され， 地域資源の

共同利用や年中行事も， 衰退もしくは形骸化して

いるといえる． 例えば， 地域資源の持続的な利

用のための仕組みの代表例である， 集落の共同

による農業用水の維持管理も， 現在では， 全戸

での作業が減少し， 農家のみが作業する， もしく

は人を雇って行なうなど， 共同管理が衰退してい

る （図 1）． この共同作業の取り組みは， 社会的

地域区分別でみると， 都市域や都市化進行地域

での減少率が大きく， 過疎高齢化地域では維持

されている集落が比較的に多い （表 9）．

文化サービスの変遷の特徴をまとめると， 自然

環境の減少により自然とのかかわりの機会が減少

し， その影響が顕在化している状況がみられた．

以下では , その特徴的なものを取り上げる．

1）自然とのかかわりの機会の減少

まず， 潮干狩や海水浴などのレクリエーション

の減少傾向を挙げる． 潮干狩は， 坂井 （1995）

によると， 大正 7 年の木更津の畔戸 （くろと） の

浜を潮干狩場に関する記録では 「去月中旬には

三輪田女学校の女生が千人近くで潮干狩を催し」

（同上 ： 214） とあり， 君津の人見浦に関しても，

200 人から 300 人近くの人がリヤカーを引っ張り，

多くの人々が訪れていたとある． しかし， 1980 年

以降， 潮干狩の干潟が埋め立てられ， 千葉県に

おける潮干狩り客数は減少した （図 2）．

海水浴の起源は医療的効果を目的としたもので

あったが， 近年ではレジャー化している． 千葉県

の海水浴は， 鉄道の発達や自動車の普及に伴

い， 多くの海岸が海水浴場としてにぎわった． し

かし， 海辺環境の変化や， プール施設の増加に
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表６ 生業に関する特色ある祭り ・ 行事 （千葉県教育委員会， 2002 より作成）
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表７ 盆に関する特色ある祭り ・ 行事 （千葉県教育委員会， 2002 より作成）

表８ 正月に関する特色ある祭り ・ 行事 （千葉県教育委員会， 2002 より作成）
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表９ 社会的地域区分別の農業用排水路の共同作業を全戸で行う農業集落数の

推移． （農林業センサスに基づく）　1980 年は対象が異なるため除く．
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より， 海水浴客数は 1970 年以降大幅に減少した

（図 3）．

次に， 子どもの野外での遊びの減少を取り上げ

る． そもそも， 子どもにとって里山や水辺での遊

びは， 動植物に対する認識にもつながっているこ

とを大越ら （2003 ； 2004） が指摘している． しか

し， 子どもの野外での遊びは減少傾向にあり， 「環

境白書平成 8 年版」 によると， 1965 年頃を境に

屋内での遊び時間が野外での遊び時間を上回っ

た． 千葉県野栄町での調査 （中村， 1982） に

よると， 子どもの野外での遊びは， 昭和 30 年代

の魚とり ・ メンコなどの 29 種類が， 昭和 50 年代

には野球 ・ テレビなどの 18 種類に減少した． 遊

び場所に関しても， 自分の家や友達の家が増え，

田畑， 川 ・ 用水路， 海 ・ 浜， 寺 ・ 神社の境内，

山が減少していた． また， 松戸市内の保護者の

子ども時代の遊び場所について調査した夏秋 ・

有働 （1997） によると， 「空き地」 「原っぱ」 が大

きな割合を占め， 大人の管理下にない遊び場所

がかつては多く存在していた．

現在， 子どもの遊ぶ場所は， 家の中や公園が

多く， ゲームや携帯電話で遊ぶ傾向が見られる．

この傾向は都市部 ・ 農村部に共通である． しか

し， 両地域の子どもたちが求める遊びは， 海や森

林， 沼などの虫 ・ 魚取りなど自然を対象とした遊

びである （梅里 ・ 中村， 1997）． しかし， 自然を

対象にした遊び自体にも変化が見られ， 習志野 ・

佐倉 ・ 成東の小学校児童とその保護者の遊びに

着目した芮 （1995） の研究によると， 過去の児

童は自分のいる自然空間と遊び行動が密接に関

係し， 地域特性とも大きく関係していたのに対し，

現在の児童は自然空間と遊び行動がある程度結

びついているものの， 地域特性とはほとんど相関

していないことを指摘している． また，仙田 （1992）

によれば， 遊びには空間的な余裕だけではなく，

時間的 ・ 精神的な余裕が前提となる． 塾通いや

習い事が多くなったことも， 野外での遊びが減少

したことに関係があるといえる
注 4)

．

以上を整理すると， かつての子どもたちの遊び

は， 遊びの種類も多いこともあるが， 同時に遊び

場所が野外に多く， 遊びがその地域の自然空間

と結びついていたこと， そして， 子どもたちに時間

的 ・ 精神的な余裕が存在していたことがいえる．

２）健康と安全

自然とのかかわりの機会の減少が影響を及ぼし

ているものに， 例えば， 人の健康と安全が挙げ

られる． 横浜市や川崎市を事例に， 自然環境と，

身体や精神との健康との関係をみた田中 （2005）

は， 地域の自然度と身体不健康度との間に負の

相関がみられ， 特に精神不健康度との間に強い

負の相関がみられたことから， 都市の過度な人工

化が心身の健康に悪影響を及ぼしていることを指

摘している （図 4）．

安全の面では， 千葉県内の様々な場所での，

子どもを狙った犯罪状況を調査している中村 ・ 近

江屋 （2008） によると， 被害に遭う割合で， 最も

高いのが 「大都市のベッドタウン」 であり， 「過疎

化の進む農村地域」 は最も低かった． また， 千

葉県内の社会的地域別での犯罪発生率において

図２ 千葉県における潮干狩客数の変遷 （千葉

県統計年鑑 （1975-2003） に基づく）

図３ 千葉県における海水客数の変遷 （千葉県

統計年鑑 （1980-2000）， 千葉県観光課資

料 （1971． 2005． 2008） に基づく）
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も， 都市域が高く， それに比べ過疎高齢化地域

では低い状況がみられた （図 5）． もちろん， 過

疎高齢化地域は人口が少ないがゆえに犯罪発生

率が低いといえるが， 同時に犯罪が起こりにくい

社会の仕組みが都市域に比べて，依然として残っ

ていることも背景にあると考えられる．

3）愛着や癒し・憩いの場

里山里海の自然は， 愛着や癒し ・ 憩いの場と

しての役割を果たしている． 千葉県の県政アン

ケートでは， 過疎高齢化地域での定住意思の割

合が高く， 都市域や都市化進行地域での割合を

上回っている （図 6）． 定住意思の上位理由には，

「自分の土地や家への愛着」 「利便性」 「自然環

境」 が挙げられていた． 特に過疎高齢化地域で

は 「自然環境」 を挙げている回答が多い．

そして， 自然環境に， 癒しや憩いを求めるよう

になったことで， 新たなかかわりも生まれている．

たとえば， 海に面した開放的な空間は， 都市住

民を中心にショッピング ・ レジャーの場として人気

があり，多くの訪問客を集めている． さらに，干潟・

浅海域では， 自然観察会などが行なわれている．

森林に関しても， 近年では森林セラピーなどを通

じて， レクリエーションの場として森林を利用する

人が増えてきており （図 7）， 癒し ・ 憩いの場とな

りつつある．

８．まとめ

本報告では， 里山里海の文化がどのようなもの

か， そして， 生態系サービスの文化サービスとい

う概念を用いて， 里山里海が私たちにもたらす恵

沢がどのようなものか， を整理した．

里山里海において， 人々は， 長い歴史に培わ

図４ 自然環境と身体 ・ 精神との関係 （田中， 2005）

図５ 千葉県内の犯罪発生率 （千葉県統計年鑑に

基づく）． 　犯罪発生率は刑法犯認知件数と

人口から算出．

図６ 社会的地域区分別にみた定住意思の動向

（千葉県県政アンケート 2004 年 -2008 年に

基づく）．
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れた自然と調和した生業を通じ， 自然への畏敬と

ともに祭りや行事を日々の暮らしに包含した生活

を営んできた． そこでは， 自然から学び， 生活に

活かす知恵が生まれ， 地域資源の持続的な利用

のための共同利用の仕組みがつくられた． このよ

うな生産のための多様なモザイク環境の土地利用

は， 豊かな生物多様性の保全にもつながった．

このように， 里山里海での暮らしを含めた里山

里海の文化は， 豊かな生物多様性の保全とその

継承にもつながっていたことがわかる． そして，

里山里海からの恵みは， 食料や日用品の原料だ

けではなく， 私たちの生活にとって欠かすことので

きない健康や安全， 癒しや憩いといえる． しかし，

現在， 里山里海の減少に伴い , その多くが失わ

れている． 里山里海の文化からの学びは， 私た

ちの社会が持続可能であるためにも重要であり，

近年では， 自然とのかかわりを求める動きも生ま

れており， これらの動きが今後活発化することが

望まれる．
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た． 厚く謝意を記したい．

注

１） もちろん， ヨーロッパでも全てが自然と人間を

切り離して捉えるのではない． アイルランドの

ケルト文化は， 自然の中に神を置き， 自然に

感謝しながらその恩恵を頂き， 他文化を排除

することなくお互い影響を受け合いながら育ま

れた．

２） 例えば， キリスト教は， 異教の神々を否定し，

雨や豊穣などを祀った神を 「悪魔」 として位

置づける． しかし， 日本人の自然観も特に戦

後以降， 大きく変化していることにも留意する

必要がある． かつて， 自然は 「シゼン」 で

はなく 「ジネン」 と発音され， 「オノズカラシ

カリ」 と訓読みすると， 「有意ではない」 「自

我の働きから生ずる意図がない」 「我がない」

という意味であった （内山， 2007）． しかし，

明治後期以降 「シゼン」 と発音するようになっ

たことで， 人間は自然を人間から分離させ，

「自然 （シゼン）」 という客観的な体系を生み

出したと内山 （同上） は述べている．

３） 神という漢字は 「新漢語林」 によると， 「音

符の申は， いなびかりの象形で天神の意味」

とある． 大野 （1997） によると， カミそのもの

の語源は， カガミ （鏡）， 畏 （カシコミ）， カ

ヒ （太陽）， カミ （上） など説が複数あるが，

いずれにも疑問が呈されており， 定まってい

ないとのことである．

4） 仙田 （1992） は， かつての野外での遊びが

習い事に置き換えられていると指摘している．

例えば， 「野球もどき」 のボールゲームが少

年野球クラブでの野球に， 小川での水遊び

がスイミングスクールでの水泳に変化してい

る．
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